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書記 

 

濱塚 公平 

 

議事日程 

 

議案第１号 農地等の利用の最適化の推進に関する指針（案）の

策定について 

議案第２号 滝上町農業委員会農業委員報酬基準要綱（案）の策

定について 

会議の経過 別紙のとおり 

 

 



令和５年第３回総会 

 

議 長 本日、温水委員、張間委員、池田委員より欠席の報告をいただい

ております。在任委員１３名、出席委員１０名、出席委員が在任委

員の過半数に達しておりますので、農業委員会等に関する法律第

２７条第３項の規定により会議は成立いたしました。 

 

    これより、第３回農業委員会総会を開催いたします。 

 

    日程第１．会議録署名委員の指名を行います。 

    会議規則第１３条の規定により１１番佐々木委員、１２番井上

委員の両名を指名いたします。 

 

日程第２.報告第１号．会長の動向ですが２月１４日に JA 滝上

支所で行われた、滝上町農業振興推進委員会に参加して参りまし

た。次年度以降の滝上町の農業に関する政策要望等の調整を行う

会議の中で農業委員会として発言を求められた事がありました。 

町長の改選がございますので、5月の就任後要望に向けて今後も

同様の会議が複数回実施される予定です。 

 

 

議 長 日程第３．議案第１号．農地等の利用の最適化の推進に関する指

針（案）の策定についてお諮りいたします。本案件は 1月からの継

続協議案件となっております。 

 本議案について事務局よりその後の経過を説明願います。 

 

局 長 本件については、1月から継続審議を行う案件です。農業委員会

法第７条に規定する、農地等の利用の最適化の推進に関する指針

の策定に関する案件であり、先月に引き続き審議内容について係

長より説明いたします。 

 

係 長 では説明させていただきます。 

この指針については、先月総会でも説明させていただいた通り

令和４年度中に策定を求められているものであります。 

農業委員会として見直しを随時かけていくべきものであります。

この内容について第２回総会で提起、継続審議にて本総会にて決



議したいと考えております。 

２月総会までの間に変更・質疑については無しとなってい 

るため質疑応答集等の作成はしておりません。 

 審議のほどお願い致します。 

 

議 長 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    質疑を打ち切ります。 

 

それでは、お諮りします。今回の指針については提案の通り決議

するという事でご異議ございませんか。 

 

  （異議なしとの声） 

 

   異議なしと認めます。本案は可決されました。 

 

議 長 日程第４．議案第２号．滝上町農業委員会農業委員報酬等基準要 

項（案）の策定についてお諮りいたします。 

 本議案について事務局より上程の経過を説明願います。 

 

局 長 本件については、農業委員会の報酬について農地利用最適化交

付金を受けるにあたり、要綱の中で最適化活動の占める割合を定

めるように国、道から指導がありました。それに伴い全国の自治体

で２，３月に策定するものになります。詳しい説明は係長より説明

いたします。 

 

係 長 では説明させていただきます。 

こちらの議案についても、議案第１号と同じように指導のあ 

ったものであります。最適化交付金が一律の規定で交付されるた

め、最適化交付金を使い切る事ができる範囲での報酬の最適化活

動分について規定しております。 

会長、委員の報酬の７０％は最適化活動に寄与するものと考え

ており、農地動向の検討、集積計画、あっせん等の農地を集積す

る活動に係る部分と規定しました。この割合については各自治体

に裁量がありますが、今後の交付金額の上下に耐えうる割合を検

討したところ７０％程度が妥当と事務局は考えております。 

報酬の金額については、現在の金額と変更しておらず。農業委



員の皆さんがこの要綱によって何か利益、不利益を被る事はござい

ません。要綱でありますので、総会の場で審議決定を行う必要があ

りますので、上程させていただきます。また、近い将来に条例内の

報酬額の見直し等により、本要綱の改廃がある事をご理解の上審議

をお願いします。 

 

議 長 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。４番大坪委員。 

 

大坪委員 この農業委員報酬の中身を今回の最適化活動の指針に沿って

振り分けするだけの要綱ということでよろしいですか。 

 

係 長 報酬の基準要綱としまして、現在振り込んでいる農業委員報酬

の中身についてのお話のみでございます。 

 

他に質疑ございませんか。質疑を打ち切ります。 

 

それでは、お諮りします。今回の要綱については提案の通り決議

するという事でご異議ございませんか。 

 

  （異議なしとの声） 

 

    異議なしと認めます。本案は可決されました。 

 

以上で全議案の審議が終了いたしました。これで第３回農業委員会総

会を終了いたします。 

 

 


